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PLC δ1 Activation by Free Fatty Acids and
Their Effects on the EF-hand Domain -Lipids as
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 論文審査結果の要旨
Phosphoinosi亡id
inosito重一triph
DAGはproteinkh
御していること
成成分である遊
のPLPLCには6種類
つPi-PLCδ1に対
不飽和脂肪酸(
リン酸,パルミチ
基とカルボキシ
ことから,極性の
化は1㎞を下げる
 とを明らかにした。
アラキドン酸(飴
に結合すること
ハンドドメイン
つのカルシウム
はEF1と2に結合
端のEF1,2の領域
の結合実験から
端領域にも変化
化は,分子中のEF
 なった。
小林実苗はここ
な高度の研究能
 命科学)の博士論文として合格と認める。
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